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持つ ｢内部乗境｣､一より遅い時間スケールを持つ ｢外部環境｣が想定できる｡問題になるのは､これらの ｢境
界｣である｡カオスやintemi ttencyの場合には､特徴的な時間といっても､位相空間Iのどこにいるかによっ
て実効的な時間スケールは異なってくるだろう｡
上述したCriBi8の場合では､位相空間の或る領域で断熱的な自由度が､別の領域ではカオスに参加すると
いうことが起こっている｡しかも､これらの領域の間を行き来する運動が起こる｡従って､Cri8i8を､環境と系
の境界がダイナミックに変動するメカニズムとして特徴付けることができよう｡その意味で､生体系を含む大
きな分子系における系と環境の間での､情報の取り込み ･吐き出しの役割を果たしているのではないか｡
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